
11月 28日に一宮海岸広場で「渚のファーマーズマーケット」が開催
されました。
その中で、２歳～５歳の子どもたちが地面を蹴って進む「ランバイク」
の大会「ステイゴールドカップ」が行われ、会場を沸かせました !!

いつまでも輝いていて !!

発　 行 千葉県長生郡一宮町
編　 集 一宮町役場まちづくり推進課
電　 話 0475（42）2111（代）
人　 口 12,474 人（− 1 人）
男 6,133 人（−16人）
女 6,341 人（＋15人）

世帯数 5,125世帯（＋11世帯）
面　 積 22.97 k ㎡
※平成 27年 12月 1日現在

（　）内は前月比
ホームページ
http://www.town.ichinomiya.chiba.jp

平成27年12 月号
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林　
道
行
校
長

校
長
：
一
宮
商
業
高
等
学
校
で
は
創
立
90

周
年
事
業
と
し
て
、
学
校
環
境
改
善
整
備

と
し
て
合
宿
所
の
改
修
、
生
徒
の
思
い
出

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

撮
影
の
ほ
か
、
本
校
卒
業
生
の
Ｉ
Ｔ
企
業

経
営
者
を
招
き
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
町
と
の
交
流
活
動
と
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
協
力
し
、
上
総
国
一
宮
ま
つ
り
に

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
参
加
者

は
過
去
最
多
と
な
り
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
も

優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
小
学
生
の

登
校
支
援
、
小
学
校
情
報
教
育
支
援
、
学

校
開
放
（
パ
ソ
コ
ン
）
講
座
、
小
学
校
サ

　
今
年
学
校
創
立
90
年
を
迎
え
た
一
宮
商
業
高
等
学
校
。
地
域
の
人
材
育

成
の
学
び
舎
と
し
て
町
と
は
深
い
結
び
つ
き
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
一
宮
商
業
高
等
学
校
の
林
校
長
と
、
生
徒
の
代
表
で
町
在
住

の
３
年
生
お
二
人
と
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

３
年　
松
﨑　
理
紗
さ
ん
（
17
区
在
住
）

　
将
来
の
夢
は
国
語
科
の
教
員
に
な
る
こ

と
で
す
。

　
町
の
活
性
化
へ
の
意
見
と
し
て
、
都
心

か
ら
上
総
一
ノ
宮
駅
に
来
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
の
海
ま
で
の
交
通
手
段
に
つ

い
て
、
バ
ス
の

便
を
増
や
す
な

ど
で
き
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
町
へ
の

移
住
者
を
増
や

す
た
め
、
大
学
・

大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
・

大
企
業
の
誘
致

で
若
い
世
代
が

定
着
す
る
の
で

な
い
か
と
思
い

ま
す
。

町　
長

　
駅
か
ら
海
ま
で
の
交
通
に
つ
い
て
町
の

総
合
戦
略
の
な
か
で
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
・

レ
ン
タ
カ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
や
レ
ン
タ
ル
サ

イ
ク
ル
の
充
実
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
店
街
の
課
題
と
し
て
後
継
者

不
足
と
大
型
店
舗
の
進
出
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
若
者
の
力
と
し
て
新

し
い
発
想
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。
大

力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
サ
ー
フ
ィ
ン
会
場
）

の
誘
致
に
向
け
て
は
、
英
会
話
が
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
来
訪
者
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
町
の
情
報
を
取
得
で
き
る
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
環
境
整
備
も
考
え
ら
れ
ま

す
し
、
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
は
、
民
泊
の

検
討
や
地
域
連
携
と
し
て
、
例
え
ば
来
訪

者
に
白
子
町
の
宿
泊
施
設
な
ど
を
案
内
す

る
な
ど
地
域
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。

校
長
：
異
国
か
ら
訪
れ
る
人
々
と
住
民
が

英
会
話
の
交
流
を
交
わ
す
場
と
し
て
中
央

公
民
館
の
活
用
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

舟
見
：
中
央
公

民
館
の
場
所
が

わ
か
り
に
く
く
、

老
朽
化
も
し
て

い
る
の
で
、も
っ

と
私
た
ち
が
行

き
や
す
い
施
設

に
な
れ
ば
よ
い

と
思
い
ま
す
。

町
長
：
去
年
新

庁
舎
が
完
成
し

た
の
で
、
公
民

館
も
皆
さ
ん
に

使
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
施
設

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
﨑
：
私
は
普
段
、
町
中
の
商
店
を
利
用

し
て
い
て
駐
車
場
が
少
な
い
と
感
じ
ま

す
。

マ
ー
ス
ク
ー
ル
、
上
総
の
国
さ
す
が
市
、

九
十
九
里
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
な
ど
多

く
の
地
域
行
事
の
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

町
長
：
お
二
人
（
生
徒
）
と
も
町
に
在
住

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
将
来
の
夢
や
町
の
活

性
化
へ
の
意
見
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

舟
見
：
海
側
だ
け
発
展
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

町
長
：
町
が
策
定
し
た
総
合
戦
略
で
は
、

駅
周
辺
の
景
観
や
駐
車
場
の
整
備
な
ど
海

に
来
て
い
た
だ
い
た
人
々
を
商
店
街
へ
向

け
る
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
日
は
、
貴
重
な
お
話
、
ご
意
見
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
町
で
は
今
後
も

一
宮
商
業
高
等
学
校
と
連
携
し
て
町
の
活

性
化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
年　
舟
見　
萌
さ
ん
（
3
区
在
住
）

　
進
学
し
て
経
営
学
を
学
び
、
将
来
は
実

家
の
花
屋
を
自
分
で
経
営
し
た
い
で
す
。

　
町
の
活
性
化
へ
の
意
見
と
し
て
、
商
店

街
に
若
者
を
呼
ぶ
た
め
、
大
学
を
誘
致
で

き
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
誘
致
に
向
け
て
、
英
会
話
が
で

き
る
人
材
を
増
や
し
た
り
、
宿
泊
施
設
を

増
や
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

一
宮
商
業
高
等
学
校

創
立
90
周
年
を
迎
え
て

～
町
の
活
性
化
を
語
る
～

▲ 林校長

▲ 松﨑理紗さん

▲ 舟見　萌さん ▲ ドローンによる撮影

▲ 海開きで「一宮いっちゃん」の砂像制作

学
・
大
型
店
舗
な
ど
の
誘
致
は
難
し
い
で

す
が
、
大
学
と
の
連
携
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
役
割
、
そ
の
町
に
あ
っ
た
特
性
や
魅

▲ 協力して一宮を魅力ある町にしましょう
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子
育
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

～『
お
互
い
様
』を
や
っ
て
み
よ
う
♪
～

◆
と　
き　
１
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
大
会
議
室

◆
参
加
費　
大
人
１
人　
１
０
０
円

　
　
　
　
　
（
工
作
材
料
費
）

◆
持
ち
物　

�

写
真
立
て
、
お
気
に
入
り
の

写
真

◆
内　
容　

�「
あ
ず
か
り
あ
い
」
を
体
験

し
な
が
ら
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。
大

人
だ
け
の
ご
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。
Ａ
ｓ
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
「
子

育
て
シ
ェ
ア
」
の
説
明
も
あ

り
ま
す
。

※
申
込
み
不
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
１
３
８
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
藤
井

　
☎
０
９
０
（
７
７
２
０
）
６
０
７
０

　
138knet@

gm
ail.com

◆
と　
き　
１
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
１
時

◆
と
こ
ろ　

�

中
央
公
民
館　

大
会
議
室
・

調
理
室

◆
参
加
費　
無
料

◆
内　
容　

�

１
品
持
ち
寄
り
の
お
気
軽
な

新
年
会
で
す
。

◆
持
ち
物　
お
か
ず
１
品

※
申
込
み
不
要

わ
い
わ
い
新
年
会
♪

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

活
動
の
中
間
報
告
を
し
ま
す

～
平
成
27
年
度
ま
ち
づ
く
り
町
民
提
案
事
業
～

　
今
年
度
活
動
し
て
い
る
団
体
の
中
間
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
に

興
味
の
あ
る
方
、
平
成
28
年
度
の
提
案
を

考
え
て
い
る
方
な
ど
多
数
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
と　
き　
１
月
28
日（
木
）午
前
10
時
～

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階　
会
議
室

◆
報
告
内
容

①
事
業
名
『｢

大
正
・
昭
和
の
一
宮
も

の
が
た
り｣

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』

団
体
名
「
大
正
・
昭
和
の
一
宮
も
の

が
た
り
」
を
残
す
会

②
事
業
名
ど
こ
で
も
本
だ
な

団
体
名
図
書
館
が
ほ
し
い
町
民
の
会

③
事
業
名
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
事
業

団
体
名
１
３
８
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

④
事
業
名
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
学
べ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス

団
体
名
ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｏ
ｋ
ｉ

※
①
～
④
す
べ
て
団
体
提
案
型

ま
ち
づ
く
り
に
熱
意
あ
る
団
体
募
集
!!

～
平
成
28
年
度
ま
ち
づ
く
り
町
民
提
案
事
業
～

T
ric

k
 o

r T
re

a
t!! 

お
菓
子
を

く
れ
な
い
と
い
た
づ
ら
し
ち
ゃ
う
ぞ
！

　
町
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
し
て
、

町
政
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

に
熱
意
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
つ
団
体
が
、

自
主
的
に
企
画
実
施
す
る
公
益
的
な
事
業

（
活
動
）
に
対
し
平
成
21
年
度
か
ら
助
成

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
も
実
施
し
て
い
た
だ
け
る

団
体
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
町
民
提
案
事

業
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
多
数

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。な
お
、

こ
の
事
業
に
係
る
平
成
28
年
度
予
算
が
成

立
し
た
場
合
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◆
団
体
お
よ
び
事
業
の
要
件

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
団
体
と
し
て
登
録
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
は
町
内
で
実

施
さ
れ
る
事
業
に
限
り
ま
す
。

◆
応
募
方
法

　

指
定
の
様
式
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

窓
口
（
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。

○
応
募
締
切
日

　
３
月
17
日
（
木
）
消
印
有
効

《
団
体
提
案
型
》

　
町
民
団
体
が
提
案
し
、
自
主
的
に
企
画

実
施
す
る
事
業
に
対
し
、
補
助
対
象
経
費

の
う
ち
３
分
の
２
以
内
、
限
度
額
50
万
円

を
補
助
し
ま
す
。

※�

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
☎
�
２
１
１
３

　

10
月
30

日
、
役
場

周
辺
で
ハ

ロ
ウ
ィ
ン

パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま

し
た
。
子

ど
も
た
ち

は
か
わ
い

い
仮
装
で

パ
レ
ー
ド

に
参
加
し
、

町
長
か
ら

も
お
菓
子

を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
来
年
も
行
う
予
定
で
す
の
で
、
今
回
参

加
で
き
な
か
っ
た
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
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「芸能と音楽を楽し
む会」（10/25）と「文
化祭」（10/31、11/1）
を GSS センターで開
催しました。
文化祭の開会式で、
短歌の普及や町の文化
振興に尽力された1区
在住の薦田きくさん
（一宮短歌会）に教育
委員会から感謝状が贈
られました。

▲ 一宮町 17 区見守り隊の皆さん

▲ 合同演奏はオーケストラのような迫力！

一宮町 17 区見守り隊が
表彰されましたNice to meet you!!

～ジョセフと呼んでください～

芸術の秋、文化の祭典
～総合文化祭～

危険業務従事者叙勲を受章藍綬褒章を受章

商工労政功労者として表彰

10 月 20 日に平成 27年防犯功労者等表彰式で
一宮町 17 区見守り隊が防犯特別功労団体として
表彰されました。
平成 20年に発足した一宮町 17区見守り隊は、
一宮幹部交番と協力して年２回パトカーの先導に
より、隊員などで 17区内をパトロールするなど、
地域防犯に大きく貢献してきました。これらの取
組みが評価され、今回の表彰となりました。

５区にお住まい
の江波戸勝郎さん
（72）が、危険業務
従事者叙勲で「瑞
宝単光章」を受章
されました。
江波戸さんは、
昭和 37 年から平成
16 年までの 42 年
間、千葉県警の警
察官として主に交
番や駐在所などに
勤務され、地域住民の安全を守っていただきまし
た。現職時代には地域の方々から気軽に声をかけ
られ、よく若者からの相談にも乗っていたそうで
す。また、「こども 110 番」の普及活動に積極的
に携わり、地域全体で子どもたちを見守る活動に
尽力されました。現在は、飲酒運転の撲滅のため、
運転代行業をされ、地域の安全を見守ってくだ
さっております。このたびの受章まことにおめで
とうございます。

３区にお住ま
いの内山義則さ
ん（65）が、「藍
綬褒章」を受章
されました。
内 山 さ ん は、
司法書士として
活躍される傍ら、
平成９年から 27
年３月までの 18
年間、地方裁判
所や簡易裁判所
で行う調停の民

事調停委員として多くの調停事件の解決に尽力さ
れました。「在任中は人の間に入って神経を使い
ましたが、使命として当事者の気持ちに耳を傾け、
一緒に解決策を考え、解決したときのありがとう
の言葉が慰めでした」とおっしゃっていました。
長年のご功績が認められ今回受章の運びとなりま
した。このたびの受章まことにおめでとうござい
ます。

11 月３日一宮
町商工会�秦�重悦�
会長が「文化の
日千葉県功労者
表彰」において、
商工労政功労者
として、表彰さ
れました。
秦会長は、平
成 12年５月に一
宮町商工会理事
に就任。その後、
平成 21年５月か

らは会長として地域商工業者の発展と商工会の円
滑な運営に尽力された功績が認められ、このたび
の受賞となりました。

9月から新しいALT（外国語指導助手）が着任
しました。町内の小中学校で英語を教えています。

こ ん に ち は！ 私 は
Joseph� S imurd iak
（ジョセフ�シムラダク）
です。アメリカのウイス
コンシン州出身で、一宮
町のALTをしています。

今年の７月初めて一宮町を訪れたとき、私
が想像していたより、はるかに美しい町の景
色に大変驚きました。私はとても小さな田舎
町で育ったので、一宮町はとても居心地がよ
いです。

日本へ来るのは今回が２回目となります。
2012 年の秋から 2013 年の春までは東京の

上智大学に留学していました。その時は日本
語、政治学、歴史や文学などを勉強しました。
私は歴史と文学に興味があり、特に文学や詩
が大好きです。ですから一宮町に来て、お月
見の宴や神楽などの伝統行事に参加できとて
も嬉しかったです。仏教にも関心があるので、
お寺巡りも好きです。

将来は、日本の大学院に進みたいと考えて
いますが、もうしばらくは皆さんに英語を教
えながら、この小さくてすてきな町のことも
たくさん知りたいと思います。ですから皆さ
ん、町で私を見かけたときは気軽に声をかけ
てください。
これからもよろしくお願いします！

▲ 奥様とご一緒に
▲ 匠の技に思わず息を呑む

▲ おめでとうございます

▲ 受章された江波戸勝郎さん

手づくりみらい教室開催

10 月 23 日に一宮小学校で「手づくりみらい
教室」が開催されました。
次世代を担う 5年生 95 人が参加し、実際にも

のづくり体験を通し、ものづくりの楽しさ、素晴
らしさなどを認識してもらい、技能の大切さや重
要さについて理解を深めてもらうために、１区在
住の福邉克已さんはじめ町の匠

たくみ
５人のほか合計

30人の指導のもと、貴重な体験ができました。

▲ 薦田きくさん
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在
は
世
界
大
会
も
含
め
て
数
多
く
の
大
会
が

開
催
さ
れ
、
国
内
は
も
と
よ
り
国
際
的
な

サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
環
境
の
な
か
か
ら
、

サ
ー
フ
ィ
ン
の
全
米
オ
ー
プ
ン
を
優
勝
し
た

大
原
洋
人
選
手
（
一
宮
町
出
身
）
の
よ
う
な

五
輪
の
メ
ダ
ル
を
期
待
で
き
る
若
者
も
多
く

輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
悩
む
外
房
地
域
に
と
っ
て
、

東
京
五
輪
の
サ
ー
フ
ィ
ン
開
催
は
地
域
活
性

化
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
外
房
開
催
が

実
現
し
た
場
合
、
会
場
地
の
自
治
体
だ
け
で

は
な
く
、地
域
全
体
に
練
習
会
場
や
宿
泊
所
、

道
路
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
大
き

な
経
済
効
果
を
期
待
で
き
ま
す
。

　
サ
ー
フ
ィ
ン
開
催
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ほ
か

に
宮
崎
県
、
静
岡
県
、
神
奈
川
県
、
福
島
県

な
ど
が
誘
致
に
名
乗
り
を
上
げ
て
い
ま
す
。

会
場
の
選
定
は
、
競
技
団
体
の
意
見
を
参
考

に
東
京
五
輪
組
織
委
員
会
が
決
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
宮
町
は
森
田
知
事
を
先
頭
に
関
係
市
町

村
と
連
携
し
て
、
外
房
地
域
で
の
開
催
を
目

指
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
11
月
26
日
、
外
房
地
域
16
市
町
村
と
日
本

サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
県
内
４
支
部
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
追
加
種
目
と
し
て
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
に
提
案
さ
れ
た
サ
ー
フ
ィ

ン
の
外
房
開
催
を
目
指
し
て
、
県
に
誘
致
推

進
を
求
め
る
要
望
書
を
森
田
健
作
千
葉
県
知

事
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
一
宮
町
が
事
務
局
と
な
っ

て
銚
子
か
ら
館
山
ま
で
外
房
の
全
市
町
村
に

呼
び
か
け
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
森
田
知
事
に
は
「
熱
意
が
伝
わ
っ
た
。
一

致
団
結
し
て
頑
張
ろ
う
」
と
積
極
的
な
取
組

み
を
約
束
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
外
房
地
域
は
、
日
本
で
最
も
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
波
が
あ
る
ビ
ー
チ
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
都
心
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
か
ら
年
間
１
０
０
万
人
を
超
え
る
サ
ー

フ
ィ
ン
愛
好
者
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
で
初
め
て
サ
ー
フ
ィ
ン
が
行
わ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
場
所
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ

か
ら
半
世
紀
を
か
け
て
サ
ー
フ
ィ
ン
の
ス
タ

イ
ル
や
文
化
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
現

　
東
京
五
輪
の

サ
ー
フ
ィ
ン
を
外
房
に No.77

▼ 入選「いよいよ宮入り」▲ 特選「団結」

▲ 観光協会長賞「朝の一宮海岸」

▼ 特別賞「お田植え祭」

▲ 町長賞「浜辺の彩り」

■ 

問
合
せ　
一
宮
町
観
光
協
会
（
一
宮
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
）　
☎
�
１
４
２
５

み
ん
な
の
写
真
で　
町
を
Ｐ
Ｒ
！

　
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
「
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
１
５
」
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

観
光
協
会
長
賞

　
　
　
　
一
宮
町　
渡
部　
明
美
さ
ん

町
長
賞　
茂
原
市　
中
村　
裕
隆
さ
ん

特　
選　
睦
沢
町　
尾
手　
マ
サ
エ
さ
ん

特
別
賞　
い
す
み
市　
君
塚　
義
美
さ
ん

入　
選　
茂
原
市　
中
村　
　
進
さ
ん

　
観
光
協
会
で
は
、
引
き
続
き
「
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６
」を
開
催
し
ま
す
。

一
宮
町
で
撮
影
し
た
魅
力
あ
る
写
真
に
タ

イ
ト
ル
を
つ
け
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※�

「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６
」
の

詳
細
は
、
一
宮
町
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
確
認
す
る
か
、
観
光
協
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲ スクラム組んで「千葉県にサーフィン会場を !!」
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申
請
さ
れ
た
方
に

ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
１
月
以
降
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付

す
る
準
備
が
整
い
ま
し
た
ら
、
申
請
さ
れ

た
方
の
住
所
に
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

を
郵
送
し
ま
す
。

　
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
ら
、
内
容
を
よ
く
お

読
み
に
な
り
、
受
け
取
り
に
必
要
な
持
ち

物
を
お
持
ち
の
上
、
ハ
ガ
キ
に
記
載
さ
れ

た
期
限
ま
で
に
、
ご
本
人
が
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
15
歳
未
満
の
方
・
成
年
被
後
見

人
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
が
同
行
し
て

く
だ
さ
い
。）

　
◆
交
付
場
所　
税
務
住
民
課
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
庁
舎
１
階
）

■ 

問
合
せ　
税
務
住
民
課　
☎
�
１
４
２
３

１
月
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

　

15
歳
未
満
の
方
・
成
年
被
後
見
人
は
、

同
行
す
る
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

と
代
理
権
の
確
認
書
類（
戸
籍
謄
本
な
ど
）

も
必
要
で
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
大
切
な
情
報
で

す
。
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
前
に
、
次
の
４

種
類
の
暗
証
番
号
を
設
定
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
国
か
ら
の
指
導
で
、
カ
ー
ド
交
付
時
に

は
厳
格
な
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
窓
口
が
混
雑
し
て
い
る
と
き
は
、
受
け

渡
し
に
お
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
ご
本
人
が
病
気
、
身
体
の
障
害
、
そ
の

他
や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ
り
、
役
場
に

お
越
し
に
な
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
限

り
、
代
理
人
に
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を
委

任
で
き
ま
す
。

　

申
請
は
任
意
で
、
い
つ
で
も
で
き
ま

す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
個
人
番
号
の
通

知
カ
ー
ド
に
添
付
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

・
初
回
手
数
料
無
料

・
個
人
番
号
を
証
明
す
る
書
類
で
す

・
本
人
確
認
書
類
に
も
な
り
ま
す

・
電
子
証
明
書
を
標
準
で
搭
載

　
（
希
望
す
る
方
の
み
）

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
開
始
に
伴

い
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
は
12

月
で
終
了
し
ま
す
。

　
現
在
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
、
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
内
で
あ
れ

ば
、
１
月
以
降
も
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取

得
す
る
ま
で
は
利
用
可
能
で
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
用
の
電
子
証
明

書
の
発
行
は
12
月
で
終
了
し
ま
す
。

　
１
月
以
降
新
た
に
電
子
証
明
書
を
取
得

さ
れ
る
方
や
更
新
を
さ
れ
る
方
は
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
で
な
い
と
手
続
き
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
ア
（
次
の
い
ず
れ
か
）

　
表
①
の
書
類
２
点

　
表
①
の
書
類
１
点
と
表
②
の
書
類
１
点

　
表
②
の
書
類
３
点

　
（
う
ち
写
真
付
き
１
点
以
上
）

※
イ
（
次
の
い
ず
れ
か
）

　
表
①
の
書
類
２
点

　
表
①
の
書
類
１
点
と
表
②
の
書
類
１
点

※
ウ

・�

法
定
代
理
人
の
場
合
は
、
戸
籍
謄
本
そ

の
他
資
格
を
証
す
る
書
類
。

・�

任
意
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
な
ど

本
人
が
代
理
人
を
指
定
し
た
事
実
を
確

認
で
き
る
書
類
（
交
付
通
知
書
の
「
委

任
状
」
欄
に
記
入
し
た
も
の
で
も
可
。）

必要な持ち物
□�交付通知書（ハガキ）
□�「通知カード」
□�本人確認書類（※）
□�住民基本台帳カード
　�（お持ちの方のみ）
※�表①の書類をお持ちの
方はその書類１点を、
お持ちでない方は表②
の書類２点をお持ちく
ださい。

必要な持ち物
□�交付通知書（ハガキ）
□�本人の「通知カード」
□�本人の本人確認書類（※ア）
□�本人の住民基本台帳カード
　�（お持ちの方のみ）
□�代理人の本人確認書類（※イ）
□�代理権を証する書類（※ウ）
□��ご本人の出頭が困難であることを証
する書類

（例）�診断書、本人の障害者手帳、施設
に入所している事実を証する書類

本人確認書類

①

住民基本台帳カード（写真付き）、運転免
許証、旅券、身体障害者手帳、精神障害
者保健福祉手帳、療育手帳、在留カード、
特別永住者証明書、一時庇護許可書、仮
滞在許可書のうち１点

②

「氏名・生年月日」または「氏名・住所」
が記載され、市区町村長が適当と認める
書類２点（例）健康保険証、年金手帳、
社員証、学生証、学校名が記載された各
種書類、預金通帳、医療受給者証など

署名用電子証明書
英数字6文字～ 16文字

電子申請、電子申告（e-Tax）
などに使用する証明書

利用者証明用電子証明書
数字 4桁

マイナポータルサイトなどを閲
覧する際に、閲覧者本人である
ことを証明するための証明書

住民基本台帳
数字 4桁

住民基本台帳ネットワーク
システムのサービスを利用
するための証明書

券面事項入力補助用
数字 4桁

カード所有者の本人情報を確
認するための暗証番号

※数字4桁は同じ番号を設定することもできます。

申請は、スマートフォンやパソコン
からのオンライン送信も可能です。

■通知カード・個人番号カードの
お問い合わせは

☎ 0570（783）578
■マイナンバー制度のお問い合わせは
コールセンター（全国共通ナビダイヤル）

☎ 0570（20）0
マイナンバー
178

マイナンバー総合フリーダイヤル（無料）

☎ 0120（95）0
マイナンバー
178

■個人番号カード総合サイト
（地方公共団体情報システム機構）
https://www.kojinbango-card.go.jp

※�かんたんな数字の並びや生年月日、
自宅の住所など推測されやすい番
号を登録しないようにしましょう。

カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
行
く

カ
ー
ド
交
付
前
に
暗
証
番
号
を

設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す

窓
口
で
の
本
人
確
認
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

お
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い

本
人
が
お
越
し
で
き
な
い
と
き

こ
れ
か
ら
申
請
さ
れ
る
方
へ

個
人
番
号
カ
ー
ド
は

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は

12
月
で
交
付
を
終
了
し
ま
す

電
子
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は

有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

お
持
ち
の
「
通
知
カ
ー
ド
」、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
引
替
え
に

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す

「マイナちゃん」
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町
で
は
、
総
合
戦
略
を
で
き
る
だ
け
早

急
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
27
年
10
月
ま

で
に
総
合
戦
略
を
策
定
し
た
場
合
に
交
付

さ
れ
る
地
方
創
生
の
上
乗
せ
交
付
（
タ
イ

プ
Ⅰ
・
タ
イ
プ
Ⅱ
）
を
国
に
申
請
し
、
11

月
に
交
付
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
次
の
事
業
を
平
成
28
年

３
月
末
ま
で
に
行
い
ま
す
。

タ
イ
プ
Ⅰ

～�

他
の
地
方
自
治
体
の
参
考
と
な
る
先
駆

性
を
有
す
る
事
業
～

◆
交
付
額　
５
０
０
０
万
円

◆
事
業
名

　
産
官
学
連
携
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
室

◆
目
的
・
概
要

　
千
葉
工
業
大
学
、
Ｉ
Ｔ
企
業
、
一
宮
町

の
連
携
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
一
宮
小
学
校
と
東
浪
見
小
学
校
の
６

年
生
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
ロ

ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
を
行
い

ま
す
。

　
県
内
の
大
学
と
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
、
本
地
域
へ
の
若
者
定
着
や
人

材
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

タ
イ
プ
Ⅱ

◆
交
付
額　
１
０
０
０
万
円

◆
事
業
名　
女
性
の
活
躍
推
進
事
業

◆
目
的
・
概
要

　
政
府
は
「
地
方
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

推
進
」
を
成
長
戦
略
の
柱
の
１
つ
に
掲
げ

て
お
り
、
マ
マ
フ
ェ
ス
や
創
業
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
に
よ
り
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
環

境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、本
町
に
は
児
童
館
が
な
い
た
め
、

中
央
公
民
館
や
公
立
保
育
所
の
児
童
館
機

能
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
備
品
類

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
中
に
行
う

地
方
創
生
事
業

一
宮
町
の
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

◆
人
口
の
動
向
と
将
来
の
目
標
人
口

　
本
町
の
人
口
は
２
０
１
１
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
が

長
期
的
に
維
持
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
出

生
率
２
・
07
を
長
期
間
下
回
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
人
口
減
少
は
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

将
来
人
口
推
計
で
は
、
本
町
の
人
口
が

２
０
４
０
年
に
は
約
１
万
７
０
０
人
に
な

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
４
０
年
に
現
在
の
人
口
規
模
の

１
万
２
４
０
０
人
を
維
持
で
き
る
よ
う
、

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
の
５
年
間

で
総
合
戦
略
を
実
行
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
末
、
国
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活

力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
、「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
人
口
の
現
状
分
析
を
行
い
、暮
ら
し
意
識
調
査
や
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

よ
り
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人
口
の
将
来
展
望
を
示
し
た「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と
、

人
口
を
維
持
す
る
た
め
の「
総
合
戦
略
」を
ま
と
め
、平
成
27
年
10
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

＜将来展望人口＞

※Ａ将来人口推計…国立社会保障・人口問題研究所�将来人口推計より
※Ｂ人口の将来展望…総合戦略を実行した場合の推計

【問合せ】　まちづくり推進課　☎（42）2113

サーフォノミクス（Surfonomics）とは
　サーファーが集まることによる経済効果のことを指す言葉。自然保護と経済振興を両立できる
サーフォノミクスはアメリカではすでに研究が始まっています。
　一宮版サーフォノミクスとは、海沿いの文化と豊かな自然環境を思う存分に享受し、ゆとりある
住宅環境や働く場を創出することで、町の魅力に磨きをかけ、新たな人たちを呼び込むという好循
環を生み出す仕組みです。サーファーが集まることによる直接的な経済効果だけではなく、移住の
促進、定住、魅力発信という循環型の経済効果を打ち出していく考え方です。

　５つの柱のもと、各事業を展開し、「しごと」をつくり、「ひと」を増やし、それらを好循環させ、
その好循環を支える「まち」を活性化させます。

サーフストリート構想
海岸から県道 30号線に沿ったエリアをサーフストリートと
して位置づけ、このエリアに住民とサーファーやその同行者、
そして観光客が交流を育むための拠点となるサーフィンセン
ターを設置します。この拠点を核としてサーフストリートの
価値を高め、多くの人が住み、暮らし、集まる拠点エリアに
育てます。

総合戦略　５つの柱

一宮版
サーフォノミクス

都市軸の整備
ＪＲ上総一ノ宮駅西側エリアの
中心市街地としての機能を強化
し、駅周辺と駅東側のサーフス
トリートを結ぶため、駅を中心
とした都市軸を整備し、町全体
の活性化を図ります。

シティープロモーション
本町の地域資源を地域内外に効
果的に発信するシティープロ
モーション事業を推進し、来訪
者の増加や投資の増加、そして
移住・定住につなげ、「一宮版サー
フォノミクス」の好循環の原動
力を生み出します。

子育て支援と個性ある教育の推進
すべての子育て世帯が安心して子
育てできるよう、子育て支援サー
ビスの充実を図ります。また、時
代にあった先進手法を取り入れな
がら、本町ならではの教育環境の
充実を推進します。

雇用と事業創出
基幹産業である農業の構造改革を
進め、雇用の創出、安定を図ります。
また、今後の社会変化に伴う課題
について、「ビジネス」の手法で地
域資源を生かしながら解決するコ
ミュニティビジネスに取り組むな
ど事業の創出を進めます。

 
 

     

 

平
成
２６
年
末
、
国
は
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力

あ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
、
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。 

 

町
で
は
人
口
の
現
状
分
析
を
行
い
、
暮
ら

し
意
識
調
査
や
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

り
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人
口
の
将

来
展
望
を
示
し
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、

人
口
を
維
持
す
る
た
め
の
「
総
合
戦
略
」
を

ま
と
め
、
平
成
２７
年
１０
月
に
策
定
し
ま
し

た
。 

 人
口
ビ
ジ
ョ
ン 

◆
人
口
の
動
向
と
将
来
の
目
標
人
口 

本
町
の
人
口
は
２
０
１
１
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
が
長

期
的
に
維
持
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
出
生

率
２
．
０７
を
長
期
間
下
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
人
口
減
少
は
続
く
と
思
わ
れ

ま
す
。 

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将

来
人
口
推
計
で
は
、
本
町
の
人
口
が
２
０
４

０
年
に
は
約
１
万
７
０
０
人
に
な
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２
０
４
０
年
に
現
在
の
人
口
規
模
の
１

２
，
４
０
０
人
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
平
成

２７
年
度
か
ら
平
成
３１
年
度
の
５
年
間
で

総
合
戦
略
を
実
行
し
ま
す
。 

                           

  

町
で
は
、
総
合
戦
略
を
で
き
る
だ
け
早
急

に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
２７
年
１０
月
ま
で

に
総
合
戦
略
を
策
定
し
た
場
合
に
交
付
さ

れ
る
地
方
創
生
の
上
乗
せ
交
付
（
タ
イ
プ

Ⅰ

・
タ
イ
プⅡ

）
を
国
に
申
請
し
、
11
月

に
交
付
が
決
定
し
ま
し
た
。 

こ
れ
を
受
け
、
次
の
事
業
を
平
成
２
８

年
３
月
末
ま
で
に
行
い
ま
す
。 

 タ
イ
プⅠ

 

～
他
の
地
方
自
治
体
の
参
考
と
な
る
先
駆

性
を
有
す
る
事
業
～ 

◆
交
付
額 

５
，
０
０
０
万
円 

◆
事
業
名 

産
官
学
連
携
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
室 

◆
目
的
・
概
要 

 
 

千
葉
工
業
大
学
、
Ｉ
Ｔ
企
業
、
一
宮
町

の
連
携
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
一
宮
小
学
校
と
東
浪
見
小
学
校
の
６

年
生
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
ロ

ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
を
行

い
ま
す
。 

 
 

県
内
の
大
学
と
つ
な
が
り
を
深
め
る

こ
と
に
よ
り
、
本
地
域
へ
の
若
者
定
着
や

人
材
育
成
を
推
進
し
ま
す
。 

  

タ
イ
プⅡ

 

◆
交
付
額 

１
，
０
０
０
万
円 

◆
事
業
名 

女
性
の
活
躍
推
進
事
業 

◆
目
的
・
概
要 

政
府
は
「
地
方
に
お
け
る
女
性
の
活

躍
推
進
」
を
成
長
戦
略
の
柱
の
１
つ
に

掲
げ
て
お
り
、
マ
マ
フ
ェ
ス
や
創
業
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
に
よ
り
、
女
性
が
活
躍

で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。 

ま
た
、
本
町
に
は
児
童
館
が
な
い
た

め
、
中
央
公
民
館
や
公
立
保
育
所
の
児

童
館
機
能
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
備
品
類
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

                   

＜将来展望人口＞ 

 

※将来人口推計…国立社会保障・人口問題研究所 将来人口推計より 

※人口の将来展望…総合戦略を実行した場合の推計 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
宮
町
の 

 

「人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と
「総
合
戦
略
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

を
策
定
し
ま
し
た 

 

平
成
２７
年
度
中
に
行
う 

地
方
創
生
事
業 

 
 
 
タブレットや女性活躍推進事業をイメージし

たイラストを入れてください。 

A AB

B

▲ タブレットを使った授業風景



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

広報 1415 Ichinomiya

　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
病
気
の

早
期
発
見
、
健
康
維
持
・
増
進
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
と
脳

ド
ッ
ク
の
検
査
費
用
を
一
部
助
成
し
て
い

ま
す
。

◆
治
療
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点

ケ
ガ
の
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ
う

　
健
康
保
険
は
治
療
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
健
康
保
険
な
ど
の
対
象
に
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
負
傷
の
原

因
は
正
確
に
き
ち
ん
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

「
療
養
費
支
給
申
請
書
」の
内
容
を
確
認

　
療
養
費
支
給
申
請
書
は
、
施
術
を
受
け

た
人
が
柔
道
整
復
師
に
請
求
を
委
任
す
る

書
類
で
す
。
記
入
す
る
際
に
は
、
診
療
内

容
を
よ
く
確
認
し
署
名
し
ま
し
ょ
う
。

領
収
書
は
必
ず
受
け
取
り
、
保
管
す
る

　
領
収
書
は
、
高
額
療
養
費
の
申
請
や
医

療
費
控
除
を
受
け
る
際
に
必
要
に
な
り
ま

す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

『
つ
い
で
』
の
受
診
は
対
象
外
で
す

　
「
つ
い
で
に
他
の
部
分
も
」
と
か
「
家

族
に
付
き
添
っ
た
つ
い
で
に
」
と
い
っ
た

『
つ
い
で
』
の
受
診
は
対
象
外
で
す
。

■ 

問
合
せ　
税
務
住
民
課　
☎
�
１
４
２
３

■ 

問
合
せ　
税
務
住
民
課　
☎
�
１
４
２
３

整
骨
院
や
接
骨
院
で
健
康
保
険
が
使
え
る
の
は
？

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
検
査
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

◆
資
格
要
件

　
表
に
あ
る
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

◆
助
成
額

　
検
査
費
用
の
７
割
（
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
限
度
額
は
６
万
円
、
脳
ド
ッ
ク
の
助
成

限
度
額
は
３
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　
は
じ
め
に
、
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
ま

す
。
そ
の
後
、
受
診
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
税
務
住
民
課
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
申
請
時
に
は
、
被
保
険
者
証
・
印
鑑
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
か
ら
の
受

診
案
内
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※
補
助
対
象
の
医
療
機
関
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
税

務
住
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
方
法

　
申
請
後
数
日
ほ
ど
で
、「
短
期
人
間
ド
ッ

ク
利
用
券
」
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
こ
ち

ら
を
持
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
同
じ
年
度
内
に
、
町
で
実
施
し
て
る
特

定
健
康
診
査
を
受
診
し
た
場
合
は
、
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
た
方

は
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

国民健康保険 後期高齢者医療制度

資　 格 一宮町国民健康保険に１年以
上加入している方

一宮町に住所が有り、千葉県
後期高齢者医療制度に加入し
ている方

年　 齢 満 35歳以上 満 75歳以上

税　 金
保険料

納付期限到来分の国民健康保
険税を完納している方

納付期限到来分の後期高齢者
医療保険料を完納している方

その他 助成を受けて人間ドックを受診してから１年以上経過してい
る方。脳ドックは、２年以上経過している方

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

■ 

問
合
せ　
事
業
課　
☎
�
１
４
３
０

■ 

問
合
せ　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

学
校
施
設
の
利
用
者
を
募
集

生
ご
み
肥
料
化
容
器
の
購
入
に
補
助
が
出
ま
す

無
料
駐
輪
場
を
開
設
し
ま
し
た

　

平
成
28
年
度
に
町
立
小
中
学
校
施
設

（
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
の
利
用
を
希

望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
学
校
施
設
開
放
と
は
、
学
校
の
施
設
を

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
開
放
す
る
事
業
で
す
。
利
用

に
当
た
っ
て
は
事
前
の
登
録
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
生
ご
み
肥
料
器
を
指
定
業
者
か
ら
購
入

し
て
設
置
し
た
場
合
に
最
大
３
千
円
の
補

助
が
出
ま
す
。
申
請
書
類
な
ど
は
、
事
業

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
補
助
額　
購
入
額
の
１
／
２
以
内

※
１
基
あ
た
り
上
限
３
０
０
０
円

◆
購
入
基
数
…
１
世
帯
に
つ
き
２
基
ま
で

　
上
総
一
ノ
宮
駅
周
辺
に
は
多
く
の
自
転

車
が
放
置
さ
れ
、
歩
行
者
な
ど
の
通
行
の

妨
げ
や
美
観
を
損
ね
、
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
駅
下
町
有
地
に
無
料
の
駐
輪
場
を

開
設
し
ま
し
た
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
開
設
期
間　
通
年

◆
料　
金　
無
料

※�

場
内
で
の
事
故
・
盗
難
な
ど
に
つ
い
て

は
、
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

◆
登
録
資
格

　
町
内
在
住
、
在
勤
の
成
人
を
含
む
10
人

以
上
の
団
体

　
2
月
16
日
（
火
）
に
中
央
公
民
館
で
説

明
会
を
行
い
ま
す
の
で
利
用
を
希
望
す
る

場
合
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
2
月
5
日
（
金
）
ま
で
に
、
利

用
を
希
望
す
る
曜
日
、
時
間
帯
を
教
育
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
指
定
業
者
》

・
㈲
荒
留
商
店

一
宮
３
０
７
０
－
２
番
地

・
Ｊ
Ａ
長
生
一
宮
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

一
宮
２
３
４
６
番
地
３

・
株
式
会
社　
山
長

一
宮
２
４
４
３
番
地

・
株
式
会
社　
音
羽
屋

一
宮
２
７
７
２
－
２
番
地

上総一ノ宮駅

至 一宮海岸

神門踏切
JA 長生一宮● 駅前観光物産直売所

●

無料
駐輪場

至 

茂
原

至 

大
原 ロータリー

○
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

・�

ね
ん
ざ
、
打
撲
、
肉
離
れ
の
施
術

・�

骨
折
・
脱
臼
の
応
急
手
当

　

�（
骨
折
・
脱
臼
は
応
急
手
当
の
場
合

を
除
き
、
医
師
の
同
意
が
必
要
）

・�

負
傷
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

骨
、
筋
肉
、
関
節
の
ケ
ガ
や
痛
み

適 正 な 療 養 費 支 給 に ご 協 力 を

×
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

・�
単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

　

�（
日
常
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
慢

性
的
な
疲
労
な
ど
）

・�

疲
労
回
復
の
た
め
の
施
術

・�

慰
安
目
的
の
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
代
わ
り
の
利
用

・�

仕
事
中
や
通
勤
途
上
で
の
負
傷

※
労
災
保
険
の
対
象
と
な
る
も
の

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

「
戦
国
大
名
里
見
氏
の
世
界
」
～
文
化
財
講
座
～

　
「
里
見
氏
」
と
聞
く
と
多
く
の
人
が
思

い
浮
か
べ
る
の
が
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た

曲
亭
馬
琴
作『
南
総
里
見
八
犬
伝
』で
し
ょ

う
。
近
年
で
は
、
ド
ラ
マ
化
や
舞
台
化
も

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
作
者
も
そ
の
著
作
の

中
で
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も

八
犬
伝
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　
実
際
、
戦
国
時
代
に
一
宮
を
含
む
房
総

半
島
で
活
躍
し
た
里
見
氏
は
ど
の
よ
う
な

存
在
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
一
宮
の
戦
国
時
代
に
触
れ
な
が

ら
、『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
の
モ
デ
ル
で

現
実
に
存
在
し
た
里
見
氏
に
つ
い
て
講
演

し
ま
す
。

◆
と　
き　
1
月
23
日(

土)

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
生
活
研
修
室

◆
講　
師　
江
澤　
一
樹

　
　
　
　
　
（
一
宮
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

※
入
場
無
料
、
申
込
み
不
要

■ 

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
☎
�
１
４
２
７

一
宮
町
商
工
会　
☎
�
３
０
８
９

あ
と
２
週
間
で
す
～
得
々
お
買
物
券
・
子
育
て
応
援
商
品
券
～

◆
有
効
期
限　
12
月
31
日
（
木
）
ま
で

※�

期
限
後
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
の
お
願
い

　
販
売
時
に
配
布
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
は
、
1
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
一
宮

町
商
工
会
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
１
０
０
人
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
ク
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※�

業
務
時
間
外
は
１
階
郵
便
受
け
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

◆
最
終
換
金
日
（
取
扱
店
の
み
）

　
1
月
12
日
（
火
）
正
午
ま
で

※
以
降
の
換
金
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

◆
と
こ
ろ　
一
宮
町
商
工
会



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報
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楽
し
く
安
全
な
遊
び
を
し
な
が
ら
、
保

育
所
で
は
お
子
さ
ま
の
成
長
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　
入
所
前
の
親
子
の
皆
さ
ん
、お
気
軽
に
希

望
す
る
保
育
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

映
画
会
・
誕
生
会
に

　
親
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

映
画
会

◆
と　
き　
午
前
10
時
～

　
1
月
12
日
（
火
）
東
浪
見
保
育
所

　
　
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
・
わ
ら
し
べ
ち
ょ
う
じ
ゃ
」
他

　
1
月
15
日
（
金
）
一
宮
保
育
所

　
　
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
－
誕
生
－
」
他

　
1
月
20
日
（
水
）
原
保
育
所

　
　
「
ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン
プ
」
他

誕
生
会

◆
と　
き　
午
前
10
時
～

　
1
月
26
日
（
火
）
東
浪
見
保
育
所

　
1
月
27
日
（
水
）
一
宮
保
育
所

　
1
月
28
日
（
木
）
原
保
育
所

※
要
予
約

庭
を
開
放
し
て
い
ま
す

　
保
育
所
の
庭
で
遊
び
ま
せ
ん
か
？
す
べ

り
台
・
ぶ
ら
ん
こ
・
ボ
ー
ル
や
砂
場
遊
び

玩
具
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
天
気
の
良
い

日
は
体
操（
10
時
前
後
）も
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？

◆
と　
き　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祭
日
除
く
）

※
予
約
不
要

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

町  

長  

室  

開  

放  

日

そ
う
だ
ん
ご
と

お

知

ら

せ

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

町
立
保
育
所
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
支
援
館
「
お
お
ぞ
ら
」

人  

権  

行  

政  

相  

談

◆
と　
き　
1
月
7
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー　
図
書
室

◆
対　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

※
予
約
不
要

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

町
政
に
対
す
る
提
言・要
望・意
見
な
ど「
生

の
声
」を
直
接
、町
長
が
お
聴
き
し
ま
す
。

◆
と　
き　
1
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

※
要
予
約　
一
人
30
分

【
問
合
せ
】

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
☎
�
２
１
１
３

◆
と　
き　
1
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー　
図
書
室

◆
対　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※
要
予
約　
一
人
20
分

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

親
子
で
遊
び
ま
せ
ん
か
♪

　
原
保
育
所
親
子
教
室
「
ひ
よ
こ
組
」

育
児
・
栄
養
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
・
内
容

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

　
1
月
12
日
（
火
）（
15
組
）

　
　
お
正
月
あ
そ
び

　
　
「
こ
ま
・
た
こ
を
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
」

　
1
月
19
日
（
火
）（
15
組
）

　
　
マ
ッ
ト
の
上
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
あ
そ
び

◆
と
こ
ろ　
原
保
育
所

※
要
予
約

※
駐
車
場
10
台
可
能

子
育
て
相
談
室
「
コ
ア
ラ
組
」

◆
と　
き　
1
月
8
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　
一
宮
保
育
所

※�

要
予
約

絵
本
の
貸
出
を
し
て
い
ま
す

　
保
育
所
入
所
前
の
親
子
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
絵
本
の
貸
出
を
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
絵
本
が
大
好
き
で
す
。

絵
本
は
子
ど
も
の
成
長
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
小
さ
い
頃
に
見
た
絵
本
は
一

生
の
宝
物
。

１
月
の
テ
ー
マ
「
む
か
し
ば
な
し
」

～
む
か
し
む
か
し
…
～
で
は
じ
ま
る
、

色
々
な
昔
話
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
保
育
所
の
絵
本
を
ご
家
庭
で
も
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
と　
き　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
在
宅
の
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

「
お
お
ぞ
ら
」
は
愛
光
保
育
園
内
に
あ
る

子
育
て
支
援
館
で
す
。
お
弁
当
も
食
べ
ら

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

　
月
～
金
曜
日　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
正
午
～
午
後
1
時　

食

事
前
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。）

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
（
要
予
約
）

※
予
約
は
１
ヶ
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

○
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
０
歳
）

　
1
月
8
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～

○
英
語
で
遊
ぼ
う
〔
２
、３
歳
児
〕

　
1
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
～

○
ま
ね
っ
こ
保
育
園
（
散
歩
）

　
1
月
27
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～

【
予
約
・
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
館
「
お
お
ぞ
ら
」

　
　
　
　
　
　
☎
�
７
４
２
４

◆
と
こ
ろ　
各
保
育
所
玄
関
ホ
ー
ル

※
予
約
不
要

【
予
約
・
問
合
せ
】

　
一
宮
保
育
所　
　
☎
�
３
２
１
１

　
原
保
育
所　
　
　
☎
�
２
５
１
４

　
東
浪
見
保
育
所　
☎
�
２
２
２
４

※�

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た
め
、
お
車

で
の
来
所
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
前
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
は
、
就
労

な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い

な
い
児
童
を
対
象
に
、
授
業
終
了
後
の
放

課
後
に
生
活
の
場
を
確
保
し
、
適
切
な
遊

び
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
は
、
教
育
委
員
会
が
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
と
し
て
実
施
し
、
運
営

を
教
育
委
員
会
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ

委
託
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
児
童

　
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

①�

保
護
者
お
よ
び
同
居
・
同
一
敷
地
内
の

親
族
の
労
働
な
ど
に
よ
り
、
昼
間
の
時

間
帯
に
常
時
家
庭
が
留
守
で
、
児
童
の

保
育
を
で
き
な
い
場
合

②�

保
護
者
お
よ
び
同
居
・
同
一
敷
地
内
の

親
族
が
疾
病
な
ど
に
よ
り
、
児
童
の
保

育
を
で
き
な
い
場
合

③�

保
護
者
お
よ
び
同
居
・
同
一
敷
地
内
の

親
族
が
家
庭
に
い
る
病
人
な
ど
の
看
護

に
あ
た
る
た
め
、
児
童
の
保
育
を
で
き

な
い
場
合

④�

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
保
護
者
お
よ

び
同
居
・
同
一
敷
地
内
の
親
族
が
児
童

の
保
育
を
で
き
な
い
場
合

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
み

学童保育わんぱくクラブ利用料 おやつ代
（別途負担）区　分 開 始 日 終 了 日 利　　用　　料

月 ～ 金 曜 日 月　　額 7,500 円 兄弟で利用する
場合は 2人目以
降の利用料が半
額となります。
ただし、利用区
分が異なる場合
は、利用期間の
短い利用料から
半額となります。

1,500 円

月 ～ 土 曜 日 月　　額 10,500 円 1,800 円

学年始め休業日 4月 1日 4月 4日 2,000 円 225円

夏 季 休 業 日 7月21日 8月31日 15,000 円 2,700 円

冬 季 休 業 日 12月24日 1月 6日 4,000 円 525円

学年末休業日 3月25日 3月31日 3,000 円 450円

◆
と
こ
ろ

一
宮
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
（
一
宮

小
学
校
特
別
教
室
）　　
　

☎
�
４
２
６
２

一
宮
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
・
分
室

（
中
村
ビ
ル
１
階
：
玉
前
神
社
前
）

☎
�
２
０
２
０

東
浪
見
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
（
東

浪
見
小
学
校
特
別
教
室
）
☎
�
１
７
３
０

◆
利
用
時
間

　
月
～
金
曜
日　

　
　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

　
土
曜
日
お
よ
び
長
期
休
業
日

　
　
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

※�

土
曜
日
の
利
用
は
、
東
浪
見
学
童
保
育

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
で
実
施
し
ま
す
。

◆
休
業
日

　
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

　
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

◆
定　
員

一
宮
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ　
50
人

一
宮
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
・
分
室

30
人

※�

原
則
と
し
て
３
学
年
以
上
の
入
所
と
な

り
ま
す
が
、
申
込
状
況
に
よ
り
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

東
浪
見
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
40
人

利
用
手
続

◆
申
込
み
に
必
要
な
書
類

①
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
利
用
申
込
書

②�

学
童
保
育
利
用
申
請
に
伴
う
在
職
証
明

書
（
保
護
者
お
よ
び
同
居
・
同
一
敷
地

内
の
親
族
の
就
労
が
証
明
で
き
る
も
の
）

※�

証
明
で
き
な
い
場
合
は
、
申
立
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

③
児
童
票

④
保
険
証
の
写
し

（
児
童
名
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

⑤�

そ
の
他
家
庭
の
状
況
に
よ
り
提
出
し
て

い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

※�

利
用
申
込
書
は
12
月
16
日
（
水
）
以

降
、
教
育
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
）・

各
学
童
保
育
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
受
付

◆
と　
き　
１
月
12
日（
火
）～
22
日（
金
）

◆
と
こ
ろ　
①
教
育
課
（
平
日
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
②
各
学
童
保
育　
保
育
時
間
内

※
郵
送
可
（
当
日
消
印
有
効
）

利
用
決
定

　

２
月
中
旬
に
保
護
者
宛
に
通
知
し
、３

月
17
日（
木
）に
入
所
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

※�

入
所
の
可
否
は
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
申
請
書

類
に
基
づ
き
保
育
の
必
要
性
が
高
い
世

帯
か
ら
入
所
児
童
を
決
定
し
ま
す

◆
利
用
料
な
ど

※
年
間
保
険
料
が
別
途
２
１
４
５
円
必
要

※�

月
～
金
、
月
～
土
曜
日
利
用
の
長
期
休

業
利
用
料
は
、
通
常
月
額
利
用
料
と
な

り
ま
す
。

※�

２
人
目
以
降
の
お
や
つ
代
は
、
半
額
に

な
り
ま
せ
ん
。
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▲ イメージキャラクター：長生もみ太郎

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
受
け
た
方
へ

犬
・

猫

に

愛

を

中
核
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

新
卒
者
・
既
卒
者
と
保
護
者
へ

「
も
み
が
ら
物
語
」
で
有
機

栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
!!

～
24
時
間
３
６
５
日
福
祉
の
総
合
相
談
・

権
利
擁
護
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
～

　
千
葉
県
で
は
、
24
時
間
３
６
５
日
体
制

で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
・

福
祉
の
総
合
相
談
・
権
利
擁
護
等
を
行
う

「
中
核
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
所
管
区
域
ご
と
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
長
生
地
区
は
「
長
生
ひ
な
た
」

が
担
当
し
ま
す
。

事
業
の
内
容

①
地
域
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

　
管
轄
地
域
の
実
情
の
把
握
に
努
め
、
行

政
を
は
じ
め
と
す
る
公
的
機
関
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
、
当
事
者
グ
ル
ー

プ
な
ど
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
利
用
者

に
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

②
相
談
事
業

　
子
ど
も
、
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
対
象

者
を
横
断
的
に
捉
え
、
複
合
的
な
相
談
事

業
を
行
い
ま
す
。
相
談
な
ど
に
当
た
っ
て

は
、
電
話
だ
け
で
な
く
家
庭
な
ど
を
訪
問

す
る
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に
よ
り
応

じ
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
か
か

わ
る
援
助
、
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

③
権
利
擁
護
事
業

　
相
談
者
な
ど
の
権
利
侵
害
の
積
極
的
な

把
握
に
努
め
、
福
祉
救
急
隊
の
協
力
や
各

種
関
係
機
関
と
の
円
滑
な
連
携
の
も
と

　
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茂
原　

新
卒
者
支
援

コ
ー
ナ
ー
」
は
大
学
院
、
大
学
、
短
大
、

高
専
、
専
修
学
校
、
高
校
な
ど
の
学
生
・

生
徒
や
、
卒
業
後
未
就
職
の
方
の
就
職
を

支
援
す
る
専
門
の
窓
口
で
す
。
無
料
で
全

国
各
地
の
求
人
情
報
企
業
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
就
職
活
動
で
迷
わ
れ
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茂
原　
新
卒
者
支
援
コ
ー
ナ
ー

　
☎
�
８
６
０
９

　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
、
市
町
村

の
助
成
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
）

を
接
種
し
た
方
の
う
ち
、
接
種
後
に
何
ら

か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を
受
診
し

た
方
は
、
接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ
れ

る
と
、
医
療
費
・
医
療
手
当
が
支
給
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
、
具
体
的
な
請
求
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
窓
口
に
至
急
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
（
独
）
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

　
☎
０
１
２
０
（
１
４
９
）
９
３
１

　
☎
０
３
（
３
５
０
６
）
９
４
１
１

　
も
み
が
ら
物
語
（
も
み
殻
・
牛
糞
た
い

肥
）
は
、
一
宮
町
・
睦
沢
町
の
両
町
の
地

域
資
源
の
も
み
殻
と
牛
糞
を
活
用
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
有
機
肥
料
で
す
。
完
熟
た
い
肥

の
た
め
無
臭
で
、
発
酵
中
の
熱
処
理
に
よ

り
雑
草
も
出
ま
せ
ん
。
も
み
殻
に
含
ま
れ

る
ケ
イ
酸
と
天
然
酵
母
の
働
き
で
土
と
よ

く
な
じ
み
、
フ
カ
フ
カ
し
た
土
と
な
り
根

張
り
の
良
い
丈
夫
な
植
物
を
育
て
る
土
壌

改
良
肥
料
で
す
。

　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
が
各
種
事

業
を
開
催
し
ま
す
。

◆
と
こ
ろ　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
富
里
市
御
料
７
０
９
－
１
）

※
全
事
業

犬
の
し
つ
け
方
教
室

◯
基
礎
講
座

◆
と　
き　

�

１
月
17
日（
日
）、
２
月
14
日

（
日
）、
３
月
12
日
（
土
）

◆
受　
付　
午
後
０
時
30
分
～
午
後
１
時

◆
講　
習　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

◆
募
集
人
員　
各
先
着
30
組

◆
受
講
料　
無
料

◯
実
技
講
座

◆
と　
き　
基
礎
講
座
と
同
じ

◆
受　
付　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時

◆
講　
習　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

◆
募
集
人
員　
各
先
着
30
組

◆
受
講
料　
３
０
０
０
円

※
随
時
予
約
制

パ
ピ
ー
ク
ラ
ス

　
子
犬
同
伴
で
参
加
で
き
る
飼
い
方
教
室

で
す
（
全
２
回
）。

◆
と　
き　

�

１
月
23
日（
土
）、
２
月
27
日

（
土
）、
３
月
26
日
（
土
）

◆
開
催
時
間　
各
日
程
応
相
談

※
随
時
予
約
制
・
無
料

一
般
譲
渡
会

　
セ
ン
タ
ー
の
成
犬
・
成
猫
・
子
猫
を
譲

渡
し
ま
す
。

◆
と　
き　

�

１
月
28
日（
木
）、
２
月
25
日

（
木
）、
３
月
９
日
（
水
）、

３
月
26
日
（
土
）

◆
受　
付　
午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

※
無
料

飼
い
主
さ
が
し
の
会

　
犬
・
猫
の
ほ
し
い
方
、
あ
げ
た
い
飼
い

主
さ
ん
と
の
出
会
い
の
場
で
す
。

◆
と　
き　

�

１
月
17
日（
日
）、
２
月
14
日

（
日
）、
３
月
12
日
（
土
）

◆
受　
付　
犬
・
猫
の
ほ
し
い
方

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
犬
・
猫
を
あ
げ
た
い
方

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
前
10
時

※
随
時
予
約
制
・
無
料

【
問
合
せ
】

　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
７
６
（
９
３
）
５
７
１
１

に
、
権
利
侵
害
の
解
消
、
本
人
や
家
族
の

ケ
ア
と
尊
厳
の
回
復
、
再
発
防
止
策
を
講

じ
ま
す
。

※�

「
福
祉
救
急
隊
」
は
、弁
護
士
、医
師
、

社
会
福
祉
士
な
ど
、
専
門
的
な
資
格
を

有
す
る
方
で
、
無
償
で
活
動
す
る
も
の

で
す
。

【
問
合
せ
】

　

�「
長
生
ひ
な
た
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
生
夷

隅
地
域
の
く
ら
し
を
支
え
る
会
）

　
☎
�
７
８
５
９

�

長
生
郡
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　
本
年
４
月
か
ら
、
生
活
困
窮
者
総
合
自

立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
働
き
た
く
て
も

働
け
な
い
、
住
む
と
こ
ろ
が
な
い
な
ど
生

活
全
般
に
か
か
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

「
長
生
ひ
な
た
」
が
総
合
的
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
長
生
郡
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
長
生
ひ
な
た
」

　
☎
�
３
０
１
３

　
5
�
７
８
４
４

利
用
者
の
声

○
家
庭
菜
園
し
て
い
る
方

・�

も
み
殻
た
い
肥
は
ス
コ
ッ
プ
で
散
布
も

で
き
て
扱
い
が
簡
単
で
す
。

・�

キ
ュ
ウ
リ
も
一
つ
の
株
か
ら
採
れ
る
量

が
増
え
ま
し
た
。

・�

使
用
し
て
か
ら
土
が
フ
カ
フ
カ
に
な

り
、野
菜
の
育
ち
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

○
野
菜
農
家
の
方

・�

作
物
の
地
表
に
簡
単
に
撒
け
る
た
め
、

敷
き
わ
ら
代
わ
り
に
も
な
っ
て
役
に
立

ち
ま
す
。

・�

粘
土
質
の
土
が
年
々
サ
ラ
サ
ラ
に
な
っ

て
き
て
、
畝
あ
げ
作
業
も
楽
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

・�

使
い
始
め
て
か
ら
ミ
ミ
ズ
が
増
え
て
作

付
す
る
野
菜
も
元
気
に
育
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

○
平
成
26
年
12
月
３
日
分
析

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
か
ず
さ
有
機
セ
ン
タ
ー

　
〒
２
９
９
－
４
４
０
４

　
睦
沢
町
北
山
田
寺
崎
新
田
２
３-

１

　
☎
�
２
５
８
４

　
事
業
課
農
業
グ
ル
ー
プ

　
☎
�
１
４
２
８

たい肥成分
水 分 50.6%

窒 素 0.63%

リ ン 酸 0.40%

カ リ 0.76%

P H 8.2

炭 素 率 24.5

販売価格
袋詰（10kg） ４１０円 /袋 一宮観光いちご組合直売所、JA長生農産物直

売所で販売

バ ラ 売 り ２，１６０円 /ｔ 一宮町・睦沢町在住または事業所所在者

〃 ３，２４０円 /ｔ 上記以外

散 布 料 金 １，０８０円 /ｔ 一宮町・睦沢町全域

〃 ２，１６０円 /ｔ 上記以外

運 搬 費 １，０８０円 /ｔ 一宮町・睦沢町全域

〃 ３，２４０円 /ｔ 地区外２０ｋｍ未満

〃 ４，３２０円 /ｔ 地区外２０ｋｍ以上
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一宮町
ボランティアセンター
キャラクター

『一宮ボッくん』

登録団体の活動については、すでに発行されているボランティア活動ガイドブックに
掲載をしているところですが、毎月このページで団体関連の情報を紹介していきます。

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則

ボランティアセンターとは？
一宮町ボランティアセンターは、平成24年4月1日に設置され、町民の皆さんのボランティアに対する理解と関心を深め、ボ
ランティアの育成、援助を行うと共にボランティア活動をしたい方とボランティア活動に来てほしい方をつなげたり、ボラン
ティア活動に関する情報提供や活動に関する相談などさまざまな取組みを行っています。

社会福祉 法人一宮町 社会福祉 協議 会
一宮町ボランティアセンター連絡先 （42）3424

（42）3439

今回は、公民館でのフラダンスサークル活動を生かしたボランティアを行っているグループ
を紹介します。

皆さん、アロハ～。フラ・ハイビスカスです。
フラダンスってご存知ですか？
フラダンスは、昭和 40年代の福島県いわき市の炭鉱町で町の危機を救うために常夏の楽園を作ろ
うと奮闘する女性たちを題材に数年前に公開された映画「フラガール」でもおなじみのハワイ生ま
れのダンスです。�
私たちは、毎週木曜日の午後 1時 30分～午後 3時 30分に一宮町中央公民館に集まってフラダ
ンスの基本や曲の習得、また健康増進のためにとみんなで集まり練習をしています。
ハワイアンミュージックにあわせてゆったりと踊るフラダンスは、癒しのダンスとも言えます。
音楽を聞いているだけでも、心がリラックスしてきます。
そこで、穏やかな気持ちになれるリラックス効果を皆さんに味わっていただけたらとサークル活
動を生かしたボランティアを平成 17年から始めました。
町内の福祉施設や一宮町社会福祉協議会のイベント、町の行事へと参加をさせていただいており
ますが、施設の利用者の方たちが曲に合わせて体を揺らしてくれたり、手振りを真似てくださって
いる様子を見るとこちらも穏やかな気持ちになり、心が温かくなります。
フラダンスを通して見てくださる方と踊り手の私たちの心が通い合ったような優しい気持ち、そ
んな貴重な体験をボランティア活動を通じて知ったような気がします。
これからも、サークル活動に励みながら、あわせてボランティア活動もがんばっていきたいと思っ
ておりますので、フラダンスに興味のある方やそれを生かしたボランティア活動をしたい方、ご一
緒にいかがですか？

フラ・ハイビスカス

▲ リブコースト一宮デイサービスにて ▲ 一宮町社会福祉協議会主催の「ふれあい昼食会」にて

№ 7 平成 27 年分の確定申告はお早めに
茂 原 税 務 署

平成 27 年分確定申告書提出期限と納付期限

復興特別所得税の記載漏れにご注意ください

年金所得者の申告手続不要制度

記帳・帳簿などの保存制度対象者が拡大

申告の種類 提出期限 納付期限 振替納付日※
所 得 税 お よ び
復 興 特 別 所 得 税 3月 15日（火） ３月 15日（火） ４月 20日（水）

贈 � 与 � 税 3月 15日（火） ３月 15日（火）

個人事業者の消費税
および地方消費税 ３月 31日（木） ３月 31日（木） ４月 25日（月）

※預貯金口座からの振替納税を利用されている方は、「振替納付日」欄の日に口座振替となります。

　平成 25年分から平成 49年分まで、復興特別所得税（原則として各年分の所得税額の 2.1％）
を所得税とあわせて申告・納付することとなっています。
　還付申告の方も含め、申告される全ての方について「復興特別所得税」欄の記載が必要です。

①と②の両方に該当する場合

　平成 26 年１月から、事業所得、不動産所得または山林所得を生ずべき業務を行う全ての方
（所得税の申告の必要がない方を含みます。）は、記帳と帳簿書類の保存が必要となりました。

－�税に関する情報は国税庁ホームページへ�www.nta.go.jp�－

※�①と②の両方に該当する場合でも、所得税の還付を受けるための申告書を税務署へ提出する
ことができます。

　�上場株式などの譲渡損失や雑損失を翌年に繰り越す場合や10万円超の青色申告特別控除を適用
する場合などは、税務署への申告が必要です。

　�国外から受給する公的年金などがある方は、①と②の両方に該当する場合でも税務署への申告
が必要な場合がありますので、税務署にお問い合わせください。

　�税務署への確定申告・納税が不要な場合でも、住民税の申告が必要な場合がありますので、
一宮町役場税務住民課にお問い合わせください。

①公的年金などの収入金額が
400 万円以下

税務署への
申告・納税は、

不�要�です。②公的年金など以外の所得金額が
２0万円以下
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　「酒は百薬の長」という言葉もあるように、健康にとって良い側面もあるようです。しかし、
それは適量の飲酒の話です。大量の飲酒はがんや肝臓の障害、アルコール依存症などの健康
被害をもたらすことが知られています。年末年始はお酒を飲む機会も増えます。ぜひ、お酒
のことを知って、上手に付き合えるようにしましょう。

お酒を大量に飲むと…
・脂肪肝やアルコール性肝炎、肝硬変などの肝臓の障害を引き起こします。
・�さまざまながんの原因にもなります。特に、大腸がん、食道がんのリスクは１日１合以上の
飲酒で上がることがわかってきました。

健康的に過ごすための飲酒量の目安（１日平均）
日本酒：１合（180㎖）　焼酎 25度：0.6 合（100㎖）　ウイスキーダブル：１杯（60㎖）
ワイン：グラス２杯（200㎖）ビール：大瓶１本（633㎖）
です。ご自身の飲酒量と比べてどうでしょうか。適量の飲酒を心がけましょう。

「飲める体質」と「飲めない体質」の人がいます
　アルコールを分解する酵素の作用の強さに遺伝子のタイプによる個人差があり、飲めない
体質の人がいることがわかってきました。体質に応じたお酒との付き合い方が必要です。周
囲の人も、飲めない人に無理にお酒を勧めるのは避けましょう。

ヘルシーな鶏胸肉に、りんごの果汁をからめました。
りんごは赤く、みずみずしいものを使ってください。

��お酒と正しく付き合いましょう��
保 健 セ ン タ ー だ よ り

一宮町食生活改善会

〈材料〉　　　〈4人分〉
サラダ油　　　　　大さじ１
鶏胸肉（皮なし）　40g×8 切れ
塩　　　　　　　　小さじ 1/2
粒こしょう　　　　少々
りんご　　　　　　１個
　サラダ油　　　　小さじ２
　いんげん　　　　12 本
ミニトマト　　　　８個

〈作り方〉
①　鶏肉に塩、粒こしょうをふる。
②　�りんごは縦 1/4 に切って芯を取り、さらに 1/4 のくし型
に切る。（16切り）

③　�いんげんはツノを取り、さっと茹で半分の長さに切り、小
さじ 2の油でソテーする。

④　�大さじ１の油を足して、鶏肉を並べ蓋をして両面焼き取り
出す。同じフライパンにりんごを重ならないように並べ入
れ、蓋をして中火で両面焼く。

⑤　�りんごの汁気が出てきたら端によせ、鶏肉をもどして果汁
をからませる。

⑥　�皿に鶏肉、りんご、いんげんを盛り付け、ミニトマトを添
える。

12 月 の レ シ ピ

鶏肉とりんごのソテー
1 人分  184 キロカロリー

保健センター ※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
　詳しくは保健センターにお問い合わせください。

【問合せ】  福祉健康課  ☎（4 0 ） 1 0 5 5の行事1月
名　　　称 日　程 時　　　間 内 容・対 象 場　所

成 人 歯 科 相 談
（予約制） ８ 日 （金） 13：30 ～ 16：00 40 歳以上の希望者

※お問い合わせください

保

健

セ

ン

タ

ー

マ タ ニ テ ィ 教 室
（第１回目） 13日 （水） 受付 13：15 ～ 13：30 妊婦とその家族

親 子 ふ れ あ い 教 室 1８日 （月）

9 ：45 ～ 10：30 あそびの教室
1歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

10：45 ～ 11：45 あそびの教室
0歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

食 生 活 改 善 会
地区伝達料理講習会 19日 （火） 受付 9：20 ～ 9 ：30 町内在住の希望者

※お問い合わせください

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 20日 （水） 9 ：00 ～ 11：00 子育てに関するさまざまな相談

マ タ ニ テ ィ 教 室
（第２回目） 21日 （木） 受付 9：45 ～ 10：00 妊婦とその家族

乳 児 相 談 22日 （金） 受付 13：15 ～ 14：00
4ヶ月児・7ヶ月児・12ヶ月児
※7ヶ月児と保護者の方には、あわせて
　『ブックスタート』があります。

B C G 予 防 接 種 26日 （火） 受付 13：15 ～ 13：30 平成 27 年 8月生まれ

マ タ ニ テ ィ 教 室
（第３回目） 27日 （水） 受付 13：15 ～ 13：30 妊婦とその家族

あ そ び の 広 場

5 日 （火） ・ 6 日 （水） ・ 7 日 （木）
８ 日 （金） ・ 14日 （木） ・ 15日 （金）
21日 （木） ・ 25日 （月） ・ 27日 （水）
2８日 （木） ・ 29日 （金）

9 ：30 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
15 日（金）10：30 ～ 11：30　ボランティア「ゆりかご」
27 日（水）11：00 ～ 11：30　ボランティア「赤とんぼの会」

け ん こ う 運 動 教 室

6 日 （水）

受付 13：15 ～ 13：30

65歳以上の希望者（ゲームでエクササイズ）

保健センター14日 （木） 　　　〃　　　（音楽療法）

29日 （金） 　　　〃　　　（筋力アップ体操）

東浪見けんこう運動教室 13日 （水） 受付 9：45 ～ 10：00 65 歳以上の希望者（筋力アップ体操）
東 浪 見
コミュニティ
セ ン タ ー



●ゴミ収集コース
１コース（１区〜 10区）　２コース（11区〜 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　３コース（綱田〜新熊・新浜）
休：�休日当番医（9：00〜 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119にお問い合わせ
するか、茂原医師会のホームページ（www.mcishikai.com）をご確認ください。

（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）

日 月 火 水 木 金 土
1 2

休�藤島クリニック
☎（47）3056

休�長生診療所
☎（32）3303

3 4 5 6 7 8 9 燃 え る
ゴ 　 ミ

休�いちのみやクリニック
☎（42）1616

官公庁仕事始め 人権行政相談
子育て相談室「コアラ組」

第 4支団表彰伝達式
消防出初式

10 11 12 13 14 15 16 燃 え る
ゴ 　 ミ

成人式
初金毘羅

休�長島医院
☎（42）8800

休�K・Iクリニック
☎（42）7575

親子教室「ひよこ組」町長室開放日

17 18 19 20 21 22 23 燃 え る
ゴ 　 ミ

休�睦沢診療所
☎（44）2236

法律相談
親子教室「ひよこ組」

文化財講座

24 25 26 27 28 29 30

休�長生八積医院
☎（32）3282

心配ごと相談
軍荼利祭

31

休�清水医院
☎（42）2950
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燃えないゴミ
３コース
粗大ゴミ
１コース

粗大ゴミ
２コース
資源ゴミ
１コース

粗大ゴミ
３コース
資源ゴミ
２コース
燃えないゴミ
１コース

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

プッシュ回線の固定電話からは局番なしの⇒♯8000
直接おかけの場合は⇒☎043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00 〜 22：00
なお、緊急・重症の場合は迷わず「１１９」へ

☎（24）1010 （茂原消防署のうら）
・診療科目 内科・小児科・診療時間 20：00 〜 23：00
※20：00 前の急病などは、消防本部☎（24）0119 へ

夜間急病診療テレフォン案内  ☎（24）1011 （19：00 〜翌朝６：00）

今月の納期
期日までに納めましょう。

こども急病電話相談

夜間急病診療所

いちのみや
広報カレンダー 2016

いちのみや 11
※ カレンダーは 1 月の予定です。

町  県  民  税（第 ４ 期）
国民健康保険税（第 ７ 期）
介 護 保 険 料（第 ７ 期）
後期高齢者医療保険料（第 ７ 期）

2月1日（月）

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休 町の図書室休


